野兎病菌, ノビシダ菌, フイロミレジア菌, 及び牛流産菌の血清学的類縁関係 by 佐藤 佶
野兎病菌, ノビシダ菌, フイロミレジア菌, 及び牛
流産菌の血清学的類縁関係
著者 佐藤 佶
号 819
発行年 1973
URL http://hdl.handle.net/10097/19100
 氏名(本籍)
 学位の種類
学位記番号
学位授与年月日
 学位授与の要件
最終学歴
学位論文題目
さとう
佐藤
)
県
島
福
(
糺
吉
 た
イ
医学博士
 医第8fg号
 昭和48年12月1.2日
 学位規則第5条第2項該当
 昭和11年3月12日
京北実業学校卒業
SerologicalStudiesonFrancisella
 tula「ensisF「ancisellanovicidaYer一
,,
 ・siniaphilomiragiaandBrucellaabortqs
 (野兎病菌,ノビシダ菌,フイ・ミレジア菌,
 及び牛流産菌の血清学的類縁関係)
 (主査)
論文審査委員教授石田 名香雄教授山根
教授山形敵
教授鈴木泰
績
 一74一
論文内容要旨
研究目的
 従来野兎病患者の血清中にはブルセラ菌に対する凝集素のあることが知られている。一方ノビ
 シダ菌は,その生物学的及び血清学的性状,動物に対する病原性,ならびにDN入の交雑試験に
 於て,野兎病菌と極めて類似しており,これら両菌は最近Pasteurella属から独立して,あ
 らたにFranciseila属に入れることが提案されている。またフイロミレジア菌は形態的には
 野兎病菌及びノビシダ菌に類似しているが,DNA交雑試験の結果からYersinia属に入れら
 れている。本研究はこれら4種の菌の血清学的類縁関係を凝集反応,アセトン析出抗原及び多糖
 体抗原によるゲル拡散沈降反応によってしらべたものである。
 研究材料及び方法
 菌株及び培地・野兎病菌蛯名株,ノビシダ菌u112株,フイロミレジア菌309-L株,ブ
 ルセラ菌長島株の4種の菌を,大原・佐藤の豚肝ヘモグロビン培地で24時間培養して使用した。
 抗血清・各種生菌を家兎皮下接種後,毎週1回計3回の追加静注を行い,最後の注射から1
 週後に採血した。
 凝集反応・2倍階段希釈被検血清0,5艇に生理食塩水浮游菌液(5解/詔)を1滴づつ滴下
 混和し,37℃フラン器に納め,翌朝肉眼でその凝集状況を判定した。
 寒天ゲル拡散沈降反応・抗原としては,アセトン処理乾燥菌体の。.1%窒化ソーダ加生食水浮
 游液およびアセトン処理乾燥菌体から石炭酸法によって抽出した多糖体溶液を使用した。沈降反
 応はウクタロニ一法に準じて行い,沈降線出現状況を37℃で2週間毎日観察した。
 実験成績及び考察
 L凝集反応・野兎病菌とブルセラ菌との問には交差凝集反応がみられたが,抗ブルセラ血清
 中の野兎病菌に対する異種凝集素は低いかまたは認められないことがある。野兎病菌,ノビシダ
 菌,フイロミレジア菌の間では特異凝集反応のみが認められる。
 Lアセト.ン析出抗原によるゲル拡散沈降反応・1)抗野兎病菌血清は,4種の菌のすべての
 アセトン析出抗原に対して鮮明な沈降線を作る。すなわち野兎病菌と他の3菌株との間には共通
 抗原がある5しかしブルセラ抗原と抗野兎病血清との間の沈降線は,ノビシダ菌およびフィロミ
 レジア菌抗原と抗野兎病血清との間にできた沈降線とは融合しない。これはブルセラ菌と共通な
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 野兎病菌抗原は,ノビシダ菌およびフイロミレジア菌と共通な野兎病菌抗原とは異なることを示
 す。またこの抗野兎病菌血清中のブルセラ菌に対する異種沈降素はブルセラ菌で吸収でき,さら
 にこの吸収血清はブルセラ菌を凝集しない。従って少くともこの沈降線の一部はブルセラ菌に対
 する凝集素そのものであることを示唆している。2)ノビシダ菌およびフイロミレジア菌で免疫
 した抗血清は,それぞれ同種の抗原に反応するのみならず,ブルセラ菌を除く他の異種抗原との
 間に数本の沈降線を示す。すなわちこれら3種間には共通抗原が存在する。3)抗ブルセラ菌血
 清は,同種抗原にのみ反応し異種抗原には反応しない。またこの血清は野兎病菌抗原に対して沈
 降線を作らないが,その理由は今のところ不明である。
 IL多糖体抗原によるゲル拡散沈降反応・各菌種間の交差反応は全くみられず,野兎病菌,ノ
 ビシダ菌,フィロミレジア菌,およびブルセラ菌の多糖体分画はそれぞれ独立した抗原性を有す
 る。
 結・・論
 1.野兎病菌とブルセラ菌との間には,表在性の共通抗原が存在する。
 2,ブルセラ菌は,野兎病菌以外の菌とは共通抗原をもたない。
 3.アセトン析出抗原によるゲル拡散沈降反応.に於ては,野兎病菌,ノビシダ菌,フィロミレジ
 ア菌の3種間には多数の共通抗原が存在する。・
 4.多糖体抗原を用いたゲル拡散沈降反応は,本抗原がそれぞれの菌に特異的であることを示し
 ている。
 5.以上の成績は,これら4種の菌が独立した細菌であることを示すと同時に,野兎病菌,ノビ
 シダ菌,フイロミレジア菌の3者間には多くの共通抗原が存在することを示している。現在フイ
 ロミレジア菌はDNAの交雑試験の成績を唯一の根拠として,便宜上Yersinia属に入れられ
 ているが,その成績はフイロミレジア菌と,他のYersinia属菌との間のホモロジーを主張す
 るにはなお不充分であり,したがってフイロミレジア菌の帰属に関してはさらに検討を加える必
 要がある。
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 審査結果の要旨
 野兎病菌とノビシダ菌は病原性や生物学的・血清学的性状が類似するのみならず,DNAの交雑
 試験に於ても類似し,最近FranciseUaとして独立した。次にアメリカユタ州でマスクラッ
 トから分離されたフイロミレジア菌は形態学的に前二者に類似するに拘らずDNA交雑試験の結
 果からYersinia(エルシニア)に分類されてしまった。なおブルセラ菌と野兎病菌とが血清
 学的に一方交叉する事はすでに知られた事実である。
 著者は凝集反応およびアセトン抽出抗原による沈降反応から以上4種の菌の血清学的な交叉関
 係を明らかにした。,即ち野兎病菌に対する抗血清は4種の菌のアセトン抽出抗原に対しすべて明
 瞭な沈降線をつくる。しかし野兎病菌に対する抗血清と野兎病菌,ノビシダ菌,フイ・ロミレジア
 菌との間に生ずる共通な沈降線はブルセラ菌に対する沈降線とは融合しない。この事実は吸収試
 験からも明らかにされた。さらにノビシダ菌とフィロミレジア菌に対してつくった抗血清は野兎
 病菌との共通抗原性を明らかにし,抗ブルセラ菌血清は同種抗原のみと反応し,他の3種の菌の
 異種抗原とは反応しない事が明らかになった。また多糖類抗原を用いると4種の菌は夫々独立で
 ある事が明らかになった。
 以上本論文は野兎病菌を中心に分類の明らかでない3種の細菌の血清学的な関係を明瞭にした
 点,学位授与に値するものと認める。
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